
令和 6年度 卒業式  式 辞 

 

厳しかった冬も峠を越え、暖かな陽ざしとともに春の息吹を感じる季節となってきました。 

この佳き日に、ご来賓の方々をはじめ、本校に縁のある方々のご臨席をいただき、第 46回の卒業式を

盛大に挙行できますことを、大変うれしく思います。 

先ほど、卒業証書をお渡しした 34名の卒業生のみなさん、ご卒業おめでとうございます。 

卒業生のみなさんの、これから先の人生が幸福度の高いものとなるよう願っています。 

ところで、みなさんは「人生ゲーム」というルーレット付きのボードゲームを知っているでしょうか。 

タカラトミーという会社から、50年以上もの間、社会の流れとともに内容を変えながら発売されている、

スゴロク型のゲームです。「油田を掘り当て億万長者になった！」などと、私も昔遊んだことがあります。

その人生ゲームの最新版は、「百年人生ゲーム」となっていて、なんと、大金持ちを目指す物ではなく、

幸福感を点数化した「ウエルポ」と呼ばれるウエルビーイングポイントを貯めて、百歳になった時に一番

幸福になった人が勝つという内容になっています。世の中の価値観が変わったことを改めて感じたとこ

ろです。 

本校の学校教育目標は、「自分の人生をより良く生きようとする生徒を育て、社会のウエルビーイング

を実現します」としていて、三つの価値を大切にすることを掲げています。 

「自分を知り 大切にすること」 

「まわりの人と つながること」 

「経験を 力にすること」 

卒業生のみなさんには、この三つの価値をこれからも大切にして、人生の荒波を渡って行ってほしいと

思います。先ほど紹介した「百年人生ゲーム」になぞらえると、これからの長い人生の中でこの三つの価

値を忘れず、ウエルビーイングポイントを貯めて、幸福度の高い人生を送ってほしいと思います。 

そのためには「ありがとう」という感謝の気持ちが必要だと私は思っています。感謝の気持ちがあれば、

きっと幸福度が高い人生を送ることができるはずです。今日の卒業式を契機に、今までお世話になった保

護者や家族をはじめとする多くの方々に、感謝の気持ちを伝えてみることからはじめてください。きっと

幸福度がアップするはずです。 

 保護者の皆様、ご家族の皆様に申し上げます。本日は誠におめでとうございます。これまで、本校に対

し、お力添えをいただきましたことに、心から感謝を申し上げます。未来に向かって新たな一歩を力強く

踏み出そうとしている卒業生の姿をご覧になり、その成長を実感されていることと存じます。これから

も、46回生の一人一人が幸福感のある人生を歩んでいけるよう、温かく見守っていただくようお願い申

し上げ、式辞といたします。 
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